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※プレイでは薬物使用(合法)、軽い拘束、攻めフェラ、飲精、潮吹き、




中イキ、結腸責めなどもありますので、苦手な方はご注意下さい。







※医療知識が全くない者が書いております。




事実とは異なる場合もありますが広い心でお読み下さい。









「お前からの依頼とはブタでも飛んだか？」

　エヴァンは恋人であるヴィクトルの部屋でウイスキーを舐めながら、挑発的に返した。

　お互いの仕事には関わらないというのが二人の間の暗黙の了解だったからだ。殺し屋と警官（とはいえヴィクトルは完全に不良警官だが）では、立場が違い過ぎる。その上、前回会った時に喧嘩をしてしまい、その件についてもまだ決着がついていなかったのだ。

　その状況で、まるで何事もなかったように、仕事の依頼をするから四〜五日くれと言われれば、嫌味のひとつでも言いたくなる。

「俺は見ていないが、どこかで飛んでたのかもな。ネットニュースを検索すると引っかかるかもしれんぞ」

　全てわかっていて返してくるヴィクトルの性格は間違いなく、悪い。まあ、それは嫌というほど知っていた事ではあるのだが。

「……わざわざ調べるのもめんどくさい」

「そうか」

　エヴァンは大きく溜め息を吐くと、残りのウイスキーを呷った。

「んで？　依頼の内容ってのは、一体なんなの？」

「それより、まず、今から数日間時間が取れるのかだ」

　ヴィクトルは一方的に条件を突きつけてきてばかりで、話をする気があるのかも怪しい。

　しかし、ここでエヴァンが苛立てば、また喧嘩になるのは目に見えている。流石にそれは勘弁願いたいので、気持ちを落ち着かせて穏便に答えるしかない。

「……まあ、調整すれば、できなくはないが……」

「だったら、すぐに調整してくれ」

　そのにべもない言い方にイラッとはしたものの、溜め息と深呼吸の間のような感じで大きく息を吐いて、仕事の調整をする。

　幸い入っていた仕事は急ぎでも大きな案件でもない。メールを何通か送るだけで事は済んだ。

「ほら、都合ついたぞ」

　だから、さっさと話せと暗に告げる。

　しかし。

「酒が入っていたら、できる話もできない。さっさと寝て起きて、話はそれからだ」

「はぁ⁉」

　そもそもエヴァンに酒を勧めたのはヴィクトルの方だ。しかも、ある程度酒の強いエヴァンは、酔うほどの量は飲んでいない。

　それでも頑として話そうとしないヴィクトルに、流石に怒れてきて、ヤケ酒をする事にした。

（こうなったら、とことん飲んで酔い潰れてやる）

　そして、結局、その晩は碌に話もしないまま、ひとり飲み続けて寝てしまったのだった。




＊＊＊




（頭、痛イテェ〜……）

　翌朝目が覚めると酷い頭痛に見舞われた。それも、単なる二日酔いにしては違和感を覚える痛み方だったので、少々警戒しながら目を開ける。

　すると、まず視界に入ってきたのは、見慣れぬ真っ白な天井。順番に周囲へと視線をやると、真っ白な壁で囲われた窓のない部屋。家具も自身が寝ているベッドとサイドテーブルだけで、あとはこれまた真っ白なドアがあるだけだ。時計すらない。

（長時間閉じ込めて精神的に狂わせるには最適な部屋だな）

　長期間に渡り変化を感じられない環境というのは、かなり精神的ダメージを受けるものだ。

（……さて、とりあえず、調べられそうなサイドテーブルとベッドを探るか）

　サイドテーブルの上にあるのはレモンと溶けかけた氷が浮かんだ水が入ったグラス、何も書かれていないメモ帳とボールペン、あとは小さな花瓶に二輪の花。引き出しの中を開けてみたら、ティッシュやら避妊具やらローションやら、ソレ関係に必要なものがひと通り入っていた。

　部屋の殺風景さに比べると、サイドテーブルだけが異様な程生活感がある。ちなみに、ベッドはただのパイプベッドで、マットレスにも不審な点は見つけられなかった。

（さて。どうしたもんかな）

　部屋を出るならドアも調べたい所だが、外に見張り等がいる場合を考えるとあまり迂闊な事はできない。武器も小道具もモバイルも金も全て綺麗に取り上げられている現在の状況では、強行突破は難しいと考えるべきだ。何か打開策もしくは、強行突破でき得ると判断できるような情報か武器でも手に入らないうちは、現状が変わるのを待つのが無難だろう。

（と、いうわけで、待機。せめてカメラか盗聴器でも仕掛けられてたら、こちらからも何かしらアクションできるのになぁ。……あ゛　ー、アッタマ痛いてぇ……。覚醒までにも少し時間かかったし、絶ゼッ対テェ薬ヤク使われてるわ）

　そんな事を考えながらベッドの上で座っていた時だった。

　徐おもむろにドアが開いたかと思ったら、見慣れた金髪の男が入って来て、やっぱりかとお前かよという気持ちが半々で襲いかかってきて、少し気が抜けた。気を抜いて良い相手でもないが、正体不明のどこかの組織とかよりは安心感がある。いや、それよりよほど手強い可能性もあるのだが。

「……なぁ、頭痛が酷いんだけど」

「薬を持ってきた。解毒薬も兼ねてるから、体も楽になるぞ」

「そりゃどーも」

　ヴィクトルに渡された錠剤を軽く噛み砕いてサイドテーブルに置いてあったレモン水で流し込む。ちなみに噛み砕いたのは少しでも早く溶かして吸収して、効きが早く出るようにだ。

「はぁ、苦。……んで？　なんで薬ヤク盛ってまでここに閉じ込めた？　何がしたいんだ？　依頼するから数日寄越せって、これがしたかったからだろ？」

「お前が俺の事をどう思っているのか知りたかっただけだ」

「………………はあ？」

　ヴィクトルが素直に吐いたのも意外だったが、その内容も意外だった。

「愛でも語れと？」

「そんな単純な話ではない」

　そもそもお互い、愛を語るどころか、考えてる事をそのまま口に出す事も少ない。伝えたい事があっても、遠回しにしか言わないし、確かに言葉は圧倒的に足りないが、それでも、お互いの気持ちはある程度、分かり合えてると思っていた。

　……まさか、俺がひとりで勝手にそう思っているだけだったのか？

　頭がくらりとした。

「別に愛情を疑ってるとかそういう訳ではない。ただ、俺達は言葉にしなさすぎる。それでも、互いが互いの考えている事はそれなりに理解し合えている。だが、あくまで〝それなり〟でしかない。この間の喧嘩だって言葉が足りなかったから起こった。……特にお前はしたい事を我慢しすぎだ。〝もういい〟と、それで終わらせる事が多々あるだろう」

　確かに心当たりはあった。ヴィクトルが我を通していくタイプだったからこそ、自分が折れなければ収拾がつかなくなると判断して動いていた。……ヴィクトルはそれも気に食わなかったという事か。

　ぐるぐると考え込んでいると、ショックのせいか思考が鈍っていくのを感じた。

　……いや、ショックのせいだけではない。それにしてはおかしい。他にも喉の渇き、脱力感、少し呂律も回りにくくなってきている。

「……さっきのヤクはなんだったんだ？」

「本当に解毒薬だ。……本命はそっち」

　そう言ってヴィクトルが指したのはサイドテーブルの上の空になったグラス。昨夜の酒のせいか、少々脱水気味だったので、ついでに全部飲んでしまった。浮かべられていたレモンは盛られた薬の味を誤魔化す為のもので、念の為の解毒薬だった訳か。しかも、自分は更に錠剤を噛み砕いていたから、水の味など気にも留めなかった。……ヴィクトル相手だと気を抜き過ぎていた。

（ヴィクトルの行動の理由が本当に俺の本音が聞きたいというのなら、盛ったのは自白剤。徐々に思考が鈍くなってきているスピードを鑑みると、意識も朦朧としてくるようなキツめのやつかも。もしかしたら、本人の記憶にも残らないような……）

　そこまで考えて、ふと、サイドテーブルの上の花に目が留まった。

　大きなラッパ型の白い花。強めの甘い匂い。これはもしや……

「ダチュラ、か？」

「ご名答。さっきの水には暫く根を浸けてあった。あとは駄目押しに葉の搾り汁も少々。だが、致死量には至らないから安心しろ」

「……なるほどな」

　ダチュラは別名チョウセンアサガオや曼陀羅華まんだらけといい、食用すれば喉の渇きや瞳孔の散大、脱力感などの症状をもたらし、摂取量が多ければ興奮状態・意識混濁に至りその間の記憶喪失を引き起こす。酷いと昏睡状態にすらなるが、直接摂取ではなく葉の搾り汁や根を浸けた水の飲用ならばそこまではいかないだろう。

　特に興奮状態の時には過去の記憶や夢の幻覚を見たり、己の願望通りの行動を取ったりなど、自身の内にあるものが曝け出される為、過去に遡れば自白剤として使用された他、強盗の際に相手を酩酊状態にする為に使われたり、宗教団体での使用があったり、幻覚剤としてのドラッグとして濫用されたり、多量摂取で昏睡に陥る事から全身麻酔として使用された例もある有毒性の植物である。しかも、自生もしていれば、育成・観賞用の植物として比較的簡単に手に入るものでもあり、法律での規制もない。病院に駆け込んだとしても、薬物濫用ではなく食中毒扱いだ。

　それにしても今回の場合は、エヴァン自身の本音を引き出す為に自白剤として使用されたのだから、完全に濫用ではあるが。しかも、違法性がない上に、その間の記憶を失くすというのはヴィクトルにとって非常に都合が良かったのだろう。まあ、特に花を愛でる趣味のないヴィクトルがこれみよがしに飾っていたのだから、それに気付かなかったエヴァンにも多少の非はあるのかもしれない。その比率は極僅かではあるが。

「はあぁー。こんな事ならサイドテーブルも探るんじゃなかったな……。引き出しの中身を知ってて、ベッドがあって、お前がいたら、絶対ソッチ方向に行くぞ」

　思わず項垂れてしまう。思考力の低下と共に自制心も揺らいでる気がする。

「……正気の内に言っておくと、お前に酷い事はしたくないんだよ。まあ、確かにいつもお前が乗っかるから、引き倒して押さえ付けて思う存分犯してやりたいって、そういう凶暴な気分になる時も、ないとは言わないよ？　俺、基本的に性的にはサドだし。だけど、それ以上に大事にしたいとも思ってるんだからな」

　言葉が足りないせいでこんな事になってるんだったら、気持ちを言葉に乗せるだけだ。そこに躊躇いはない。普段、言葉にしないのは、必要だと感じてなかったせいと、ヴィクトルの性格のせいだ。愛を語った所で素直に受け入れられる奴じゃない。だったら態度で示すだけだと、そう考えていただけで、そもそも俺自身は愛情表現をするのもそれを言葉にするのも嫌いじゃない。寧ろ積極的に行いたい性質タチだ。

「したいのなら、すればいい。お前は我慢しすぎだ」

「……お前、俺の話聞いてた？」

　呆れて、未だ立ったままのヴィクトルを見上げる。

「聞いていた。だが、俺は別に大事にして欲しい訳でもないし、そもそもそんなに簡単に壊れる程ヤワでもない。したいなら、我慢せずに、しろ」

「…………あんまり、煽ってくれるな……。今、だいぶヤバくなってきてるんだから」

　そのままヴィクトルを見ているとマズイ事になりそうだったので、顔を逸らして視界から外す。半分溜息、半分深呼吸をしながら、自身を落ち着けようとするが、なかなか上手くいかない。

　それを見ていたヴィクトルがベッドに乗り上げて来ると、

「来い」

　そう一言だけ告げ、強引にこちらの胸元を掴み寄せて噛み付く様にキスを仕掛けてきた。

　そして、その瞳の中に挑発的な意思を感じた途端、自分の中にあった何かが、ぷつん、とキレた。








【続きは本編で】
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